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序岡山大学埋蔵文化財調査室は,1987年11月26日をもって同埋蔵文化財調査研究センターに発
展的に改組され,学則による大学の正規の機関となった。それに伴い,調査員も増加し,セン
ター事務所も年度末には完成し,体制はようやく整ってきた。ここにおいて,これまでの調査
に追われていた状態から脱し,本来の文化財保護の精神に立ちかえって諸般を検討し直すこと
が必要であろう。また,研究活動が発掘調査にいかに重要であるかは明白であり,研究と調査
技術の両輪がうまく噛み合うことによって発掘調査は円滑かつ高度な成果を得ることができる
と思う。したがって,研究機関としての発展を目指していくことがセンターのこれからの任務
と言えよう。
最後に,センター設立に当たっては岡山大学長をはじめ岡山大学施設設定委員会・埋蔵文化
財保護対策検討委員会 。事務局,並びに本学関係各位に多大な指導と協力を得た。今後も,一
層の理解と援助をお願いする次第である。
1988年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長
近 藤 義 郎
口1 本年報は岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (旧岡山大学埋蔵文化財調査室)が岡山大
学構内において1987年 4月 1日から1988年3月31日までに実施した埋蔵文化財の調査と保存 ,
および活動成果をまとめたものである。
2 岡山大学構内の埋蔵文化財の調査に際しては,国土座標を測量などの基準としているが,
岡山大学津島地区と同鹿田地区ではその設置基準を次のように定めた。
1)岡山大学津島地区では,国土座標第5座標系 (X=-144,500,Y=-37,000)を起点と
し,真北を基軸とした構内座標を設置した。一辺50mの方形地区割であり,それによって
遺跡の位置を表示した。また,津島キャンパスは調査の便宜上,大きく津島北地区と同南
地区に三分する (図版 1)。
2)岡山大学鹿田地区では,国土座標第5座標系 (X=-149,800,Y=-37,400)を起点と
し,座標軸をN15°Eに振ったものを基軸とした構内座標を設置した。地区割は一辺5mの
方形を用い,調査に対応した (図版 4)。
3)本文中で用いる方位は津島地区では磁北を,鹿田地区では真北を使用している。
3 岡山大学構内及び関連施設内の遺跡の名称は,農学部演習林内に分布する古墳群等の周知
の遺跡の場合はそのまま踏襲する。津島地区構内で新たに発見された遺跡は,遺存する小字
名を用いるか,岡山大学津島地区遺跡群と仮称し,地点ごとに任意の記号を用いて示す。ま
た,鹿田地区においては全域において,これまで称されてきた「鹿田遺跡」を用いる。
4 表に記載した所属部は,原則として各学部の頭文字を略号として用い,医学部附属病院等
については医病という形で略した。
5 本文・目次 。挿図 。図版等で使用の調査番号は表 1の番号と一致する。
6 遺物観察表の胎土表記は微砂 :0.5mm以下,細砂 :0.5～1.Omm,粗砂 :1.0～2.Omm,細礫
:2.Omm以上を指す。
7 遺構の実測は石坂俊郎・竹内浩―・中塚孝信・八谷隆生・福田真久・前原伸也・松岡かお
り・山本悦世が行った。遺構の浄写は石坂・藤原千鶴 。松岡・山本が,遺物の実測・浄写は
石坂・高橋進―・竹内・藤原・安井宣也・山本が,遺物の写真撮影は入倉徳裕が各々担当した。
8 本文は第2章2～5を石坂・松岡・山本が分担して執筆し,それ以外は山本が担当した。
執筆者名は末尾に記した。
本年報に掲載の津島地区の地形図は岡山市発行の1/2500の地形図を複製したものである。
編集は近藤義郎の指導のもとに藤原の協力を得て山本が当たった。
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